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はじめに がんは、現在日本人死因第 1 位であ

り、治療法の確立は急務となっている。また、

プラズマを医療応用する研究が世界的に進ん

でおり、がん治療への応用を目指した研究も盛

んに行われている。本研究室でも、プラズマを

照射した培養液により卵巣がん細胞やグリオ

ーマ(脳腫瘍細胞)の選択死滅効果が示されて

いる。[1,2] しかしながら、イオン、ラジカル

など複数の活性粒子を含むプラズマによって、

培養液がどのように変性しているかについて

は未知の部分が多く、抗腫瘍効果の原因の解明

が求められている。そこで、本研究ではプラズ

マによって発生する培養液中のラジカルにつ

いて着目し、電子スピン共鳴(ESR)による計測

を進めているので報告する。 

実験 6 ウェルプレートに 3 ml の培養液

(D-MEM+FBS+P/S)を入れ、大気圧 Ar プラズマ

を 3 min 照射した。[3] 発生しうるラジカルの

中でも特に反応性が高い OH ラジカルをスピ

ントラップして電子スピン共鳴(ESR)法で計測

した。スピントラップ剤には 5,5-dimetyl-1- 

pyrroline-N-oxide (DMPO)を用いた。また、安

定なラジカル 2,2,6,6-tetramethyl-4-hydroxy 

piperidine 1-oxyl (TEMPOL)を用いて検量線を

引き、定量を行った。Fig. 1 にプラズマ照射後

の OH ラジカルに起因する ESR シグナル

(DMPO-OH シグナル)強度の時間変化を示す。

信号強度の時間変化を指数近似すると、プラズ

マ照射直後のOHアダクト濃度は 11.7 µMと推

定できる。照射後約 10 min で ESR 信号は初期

値と同程度まで下がり、以降は安定した。その

時の濃度は 1.0 µM であった。その差である約

11 µM の OH アダクトがプラズマ生成した OH

ラジカル量と関連すると考えられ、この OH 発

生と培養液が抗腫瘍効果をもたらす関係につ

いても考察する。 
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Fig. 1 Decay of ESR signal of DMPO-OH 

adduct generated in cell-growth medium after 

atmospheric pressure Ar plasma for 3 min.  
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